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11月4日 に開催された国の「ウラン加工工場臨界事故調査委員会」(事故調査委員会)において、JCO臨 界

事故による周辺環境の線墨評価が暫定的に公表されましたが、その後細かく詞べることとしてしヽました。

見直した結果につしヽては、12月11日の事故調査委員会で公表され、臨界初期の変化が大きい部分(バースト

きB)の線曇は最初に公表されたものに比べ約86%低 くなつたとされています。

○周辺環境の線量評価が見直されました。
臨界事故が起こっていた期間のうち、後期の比較

的なだらかに長時間にわたって臨界状態が続いた部

分 (プラ トー部)の緑豊については、」CO敷 地内の

ガンマ緑エリアモニタの計測結果に基づいて緑量の

評llBを行いました。

しかし、初期の臨界反応の変化が大きい部分 (バー

ス ト部)については、利用可能な実演」値が十分になか

つたため、計算によって得られたバース ト部とプラ

トー部の核分裂数の比を用いて、安全側に余裕をも

つて線曇の評価を行い暫定的にその結果を公表しま

した。

その後、さらに細かく調べたところ、日本原子カ

研究所那珂研究所で観測されていた中性子モニタの

計測結果が、」CO敷 地内のガンマ線エリアモニタ

の計測結果と1頃向として一致していました。このため、

中性子モニタの実演」値からバース ト部とプラ トーき[

の緑墨の比を求め、緑曇の評llmを行いました。

①見直しの結果、推定緑量が下がりました。
事故現場に近い敷地境界の80m地 点では、暫定的

な緑墨では、年前 10B寺35分から11時までの25分 間

(バース ト吉8)で75ミ リシーベル トだったものが、見

直した線量で1よ11ミ リシーベル トと約フ分の 1に な

つてしヽます。また、350m地 点にいた人が、事故発

生から11時まで同じ地点にいた場合の推定被ばく線

墨は099ミ リシーベル トから0.14ミリシーベル トに、

また、16時までいた場合は14ミ リシーベル トから

058ミ リシーベル トに見直しされています。

この見直しの線曇数値は、事故発生から何もさえ

ぎるものがない屋外に滞在し続けたと仮定した積車

の線量ですので、実際の被ばく線量は、樹木や建物

による遍へい効果などによりさらに低くなるとされ

ています。
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